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船舶事故調査報告書 

 

令和７年５月２８日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 沈没 

発生日時 不明（令和６年５月３日 １２時ごろ～１３時ごろの間） 

発生場所 不明（北海道釧路市阿寒湖小島付近） 

事故の概要  プレジャーボートWOLFISH
ウルフィシュ

 BOATS
ボ ー ト

 ♯011 は、阿寒湖小島付近の湖底

で、沈没しているところを発見された。 

WOLFISH BOATS ♯011 は、乗船者２人が死亡し、船外機等に濡損を

生じた。 

事故調査の経過 令和６年５月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート WOLFISH BOATS ♯011、０.２トン 

２３２－３５８０８北海道、個人所有 

３.３１ｍ（Lr）×１.４０ｍ×０.４９ｍ、軽合金 

ガソリン機関（船外機）、７.１kＷ、平成１４年１２月 

 乗組員等に関する情報 乗船者Ａ１ ３８歳 

 操縦免許 なし 

乗船者Ａ２ ３９歳 

 操縦免許 なし 

（乗船者Ａ１、乗船者Ａ２のいずれが操船者か不明） 

 死傷者等 死亡 ２人（乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２） 

 損傷 船外機等に濡損（廃船処理） 

気象・水象 気象：天気 晴れ、視界 良好 

本船が発見された場所の西南西方約１,１００m に位置する阿寒湖

畔地域気象観測所における５月３日の観測値は、次のとおりであっ

た。 

日時 平均 最大瞬間 

風向 風速(m/s) 風向 風速(m/s) 

3 日 05:00 西 1.9 西  4.9 

    06:00 南西 4.8 南西 10.0 

    07:00 南西 5.0 西南西 11.5 

    08:00 南西 5.8 南南西 11.1 
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*1  本船が装備していた電動スラスターは、釣り場での船位保持（同じ場所に留まる）を目的とした、２４ Ｖ

ボルト

 

バッテリーで駆動する、推進力８２l b
ポンド

のスラスターであった。 

09:00 南西 3.4 南西  8.8 

    10:00 西南西 2.9 西北西  7.5 

    11:00 西 3.4 西 10.5 

    12:00 西 3.3 西 10.6 

    12:10 西 4.6 西 11.5 

      12:20 西南西 4.9 西 11.5 

    12:30 西 5.1 西 14.2 

12:40 西北西 4.6 西北西 10.1 

12:50 西 5.8 西 12.4 

13:00 西 4.0 南西 10.4 

水象：風が強まった際には白波が生じていた、水温 約６℃ 

 事故の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２は、釣り仲間（以下「船長Ｂ」という。）

から本船を借りて２人で乗船し、令和６年５月３日０５時ごろ、釣り

の目的で、阿寒湖南西の湖岸（以下「本件湖岸」という。）から出発

した。 

船長Ｂ（二級小型船舶操縦士免許受有）は、小型船舶操縦士免許を

受有しない者でも、出力が１.５kＷを超える船外機を使用しなけれ

ば、長さ３ｍを超える本船を操船できると思っていた。 

船長Ｂは、本件湖岸を出発する前、乗船者Ａ１に対して、本船の船

外機を使用せず、船首部に装備された電動スラスター*1のみを使用し

て、湖岸からあまり離れずに釣りを行うよう伝えた。 

船長Ｂは、同乗者２人を乗せたモーターボート（以下「Ｂ船」とい

う。）を操船し、本船と共に本件湖岸から出発した。 

船長Ｂは、本件湖岸を出発した後、本船と分かれて湖岸沿いに東進

を続け、風が強まった際は島影に移動して風を避ける等し、釣り場を

変えながら釣りを行った。 

船長Ｂは、阿寒湖東岸沖で釣り中、強まってきた南風を避けようと

して、阿寒湖ヤイタイ島（本件湖岸の北方１,６００ｍ付近に位置）

の北方に移動したところ、同様に強風を避けて避難していた本船を見

付けて合流し、本船及びＢ船の乗船者全員は、風が収まるまで同島の

北岸に上陸して釣りを行った。（図１参照） 
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図１ 阿寒湖南岸～ヤイタイ島 

※国土地理院 Web サイト地図を加工して作成 

 

船長Ｂは、本船が電動スラスターのみで湖岸に戻るのは困難と思

い、１０時ごろ、漁業協同組合に救助要請の電話を掛けようか検討し

ていたところ、風が収まり、波も穏やかな状況となったので、本船及

びＢ船は、トローリングしながら、本船の釣果があったという、本件

湖岸の北北西方１,０００ｍ付近の釣り場に向けて出発した。 

船長Ｂが操船するＢ船は、乗船者Ａ２が船体中央部やや前方にあ

る、座面の高い１本脚の椅子（以下「本件椅子」という。）に、乗船

者Ａ１が船体中央部やや後方にある座席（以下「本件座席」という。）

に、それぞれ座って、電動スラスターのみを使用して航行する本船と

本件湖岸 

本船とＢ船が合流 

本船とＢ船が 
釣りを行う 

船長Ｂが目撃した本船 

本船とＢ船がトローリング 
しながら移動（風なし） 

西寄りの風 

0 1,000 1,600m 

 
北海道 

阿寒湖 
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共に、本件湖岸の北北西方の釣り場に移動して釣りを行っていた。

（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 航行時の本船 

 

本船は、乗船者Ａ１が、船長Ｂに「昼で上がる（釣りを終える）」旨

伝えた後に本件湖岸に向けて航行を始め、少したってから、Ｂ船の同

乗者の１人が昼で帰宅する予定であったこともあり、Ｂ船も本件湖岸

に引き返すこととした。 

船長Ｂは、Ｂ船が本件湖岸に到着したとき、小島（本件湖岸の東方

９７０ｍ付近に位置）の西方にいた本船と、本船の船上に乗船者Ａ１

が着用していた赤色の防寒ジャンパーを着用した人影が見えた。（図

３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 本件湖岸周辺の状況 

 

船長Ｂは、昼食の準備を行った後、そろそろ本船が戻って来る頃と

思い、乗船者Ａ１のスマートフォンに電話を掛けたが応答しなかっ

た。 

船長Ｂは、午前中に乗船者Ａ１に電話を掛けた際にも応答しなかっ

たものの、これまでも釣りに夢中になって電話に応答しないことが多

かったので、本船の帰りを待つことなく、時折小島の西方にいる本船

の様子を見ながら、先に食事を始めた。 

船長Ｂは、１２時ごろから何回か乗船者Ａ１に電話を掛けたものの

応答せず、１３時ごろに電話を掛けた際には、呼出し音が鳴らずに留

守番電話に切り替わり、また、小島の西方に見えていた本船が、いつ

小島 

乗船者Ａ１ 

乗船者Ａ２ 

電動スラスター 

本件椅子 

本件座席 
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の間にか見えなくなっていたことに不安を感じた。 

船長Ｂは、乗船者Ａ１のスマートフォンがバッテリー切れを起こし

たかもしれないと思い、スマートフォンのコミュニケーションアプリ

ケーション（以下単に「アプリケーション」という。）の連絡先を 

知っていた乗船者Ａ２のスマートフォンに、アプリケーションの通話

機能を使用して連絡したところ、応答は無かったものの、呼出し音が

鳴ったので、本船は小島の島影等に移動して見えなくなっただけで、

そのうちに戻ってくると思い、安心した。 

なお、船長Ｂが使用したアプリケーションの通話機能は、通信先の

スマートフォンの電源が切れた状態でも、呼出し音が鳴る仕様であっ

たが、船長Ｂはそのことを知らなかった。 

船長Ｂは、同乗者１人が帰宅した後、別の同乗者１人を乗せたＢ船

を操船して本件湖岸を出発し、ヤイタイ島付近で釣りを行った後、 

１５時ごろ又は１６時ごろに、本件湖岸に戻った。 

船長Ｂは、乗船者Ａ１が「昼で上がる」旨言っていたことから、既

に本件湖岸に戻り、本船を牽引して帰宅した後と思っていたところ、

本件湖岸に乗船者Ａ１の自家用車が駐車したままであったことから不

安を感じ、付近の釣り人等に黄色いボート（本船）を見掛けなかった

かを聞いて回り、Ｂ船で阿寒湖内を捜索したものの、本船を発見でき

なかった。 

船長Ｂは、次第に周囲が暗くなってきたので、１７時３０分ごろ、

漁業協同組合に電話を掛けて、一緒に捜索してくれるよう依頼した。 

漁業協同組合に所属し、阿寒湖でフィッシングサービス会社を営業

する組合員（以下「漁協組合員」という。）は、漁業協同組合から連

絡を受け、船長Ｂ及びＢ船の同乗者を自社の大型ボートに乗せて阿寒

湖内を捜索したものの、本船を発見できず、２１時４０分ごろ１１０

番通報した。 

通報を受けた警察署は、消防署等と共に阿寒湖湖岸を捜索したが、

本船及び乗船者Ａ１、乗船者Ａ２を発見できなかった。 

翌４日早朝、警察署、消防署、漁業協同組合による捜索が再開さ

れ、船長Ｂは、最後に本船が見えた小島周辺に手がかりがあると思

い、捜索船に同乗して小島に上陸した。 

船長Ｂは、０４時３０分ごろ、小島の西岸に打ち上げられた乗船者

Ａ２を発見したが、既に死亡していることが、捜索中の消防署員によ

り確認された。（図４参照） 
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図４ 本船等が発見された場所（概位） 

※国土地理院 Web サイト地図を加工して作成 

 

本船は、０９時３０分ごろ、捜索船の魚群探知機により、湖底に船

体らしき反応が探知され、１１時ごろ、捜索船により、小島の北西端

の西方付近の湖底に、船底を下にした状態で沈没しているところを引

き揚げられた。 

乗船者Ａ１は、翌５日１３時３０分ごろ、捜索船により、小島北西

端の西方付近の湖底で発見され、引き揚げられたものの、既に死亡し

ていることが、捜索中の消防署員により確認された。 

本船は、後日、船長Ｂにより廃船処理された。 

 その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 事故当日の気象等 

① 船長Ｂによれば、次のとおりであった。 

本件湖岸を出発する前に、阿寒湖の湖面温度を測定し、ス 

マートフォンで、数箇所のウェブサイトの気象状況を確認し

て、釣りに支障ないと思った。出発時の天気は晴れで、波はほ

とんどなかったが、出発後に風が強くなった際には白波が生

じ、Ｂ船の船内に打ち込むこともあった。（Ｂ船は、航行区域が

湖
こ

川
せん

に限る平水区域で、最大搭載人員は３人であり、長さ  

４.１６ｍの、本船より一回り大型なモーターボートである。） 

本件湖岸を出発後、阿寒湖内で本船とほぼ同じ大きさのバス

釣り用のモーターボートやゴムボートを計３～５隻見掛けた。 

ヤイタイ島から本件湖岸西方の釣り場を経由して、本件湖岸

に戻るまでの間、風と波は収まっていた。 

① 

② 
③ 

①乗船者Ａ２、②本船、③乗船者Ａ１ 
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本件湖岸で食事中、風が強まったことには気付かなかった。 

② 漁協組合員によれば、次のとおりであった。 

本事故当日は、気温が低く、風が強くなったり収まったり、

波は５０cm 程度の白波が立ったり穏やかになったりで、気象及

び水象の変化が激しかった。自身が営業するフィッシングサー

ビス会社でもボートを出発させていた。 

(2) 本船の状況 

① 乾舷 

本船の乾舷は、乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２が乗船した状態で 

３０～４０cmであった。  

② 船体等 

本船は、湖や河川で釣りをすることを目的としたバスボート

と呼ばれるボートで、船体は軽量の軽合金製、フラットボトム

（船底は平らな形状）であり、喫水が浅く、浅水域でも航走可

能であるが、喫水の深い船に比べて、波に弱い形状であった。 

③ 装備等 

本船は、航行区域が湖川に限る平水区域で、最大搭載人員は

２人であり、船体中央部やや後方にある本件座席（座面から船

縁上端までは数 cm）のほか、船体中央部やや前方に、本件椅子

（座面高さは船縁上端から約７０cm）を設けており、本件座席

及び本件椅子に座って釣りが行われていた。 

本船の船首部に取り付けられた電動スラスターは、本件椅子

の足下に設置されたフットペダル（ペダルを踏む箇所で進行方

向を操作）で操作できるほか、専用リモコンからの遠隔操作が

可能であった。 

また、ＧＰＳプロッター及び自動発停のビルジポンプを備え

ていた。 

本船は、本件椅子及び電動スラスターを装備した状態で、小

型船舶検査機構の定期検査を受検していた。 

（図５ 参照） 
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図５ 本船の状況（本事故前） 

 

④ 本船の操船者等 

本船を最後に目撃した船長Ｂは、乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２の

着座位置までは確認できず、また、フットペダル及び専用リモ

コンのいずれからも電動スラスターを操作できるので、本船の

操船者は不明であった。 

⑤ 発見された際の状況 

本船の船体に損傷はなく、他船や岩等と衝突した痕跡は見ら

れなかった。また、船外機はチルトダウンされた状態であった。

（図６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 引き揚げられた本船の状況 

 

フットペダル 

救命胴衣を収納していた物入

船長Ｂ提供 

本件椅子 電動スラスター 
（引き上げた状態） 

本件座席 ＧＰＳプロッター 

約 70cm 
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*2  「漁師・釣り人必見！！胴付長靴の危険性を検証！」https://www.youtube.com/watch?v=gVIfN6Hyshg 

(3) 乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２に関する情報 

① 船釣りの経験等 

乗船者Ａ１は、船長Ｂと長年一緒に釣りを行ってきた釣り仲間

であり、船長Ｂの所有する、船外機付きゴムボートや、船外機

を１.５kＷ未満のものに換装したバスボートを借りて、数年前

から年に何度か自らが操船し、船外機や電動スラスターを操作

していた。 

乗船者Ａ２は、乗船者Ａ１の友人であり、乗船者Ａ１に同行

し、事故の前年に船長Ｂの操船するバスボートに同乗して船釣

りを共にしていた。 

② 着用していた装備等 

乗船者Ａ１は、カッパ上下及びウェーダー（胴付長靴）を着用

しカッパの上に赤色の防寒ジャンパーを着用していた。 

乗船者Ａ２は、カッパ上下及びウェーダーを着用していた。 

本船の中央にある本件座席前の物入れには、腰巻きタイプの

膨張式救命胴衣２着が収納されていたが、本事故後に引き揚げ

られた本船には、いずれも残っていなかった。 

なお、船長Ｂは、湖岸を出発する前、乗船者Ａ１及び乗船者 

Ａ２に救命胴衣を着用するよう伝えたが、着用の有無を確認して

いなかった。 

③ 発見時の状況等 

乗船者Ａ１は、カッパ上下とウェーダー、防寒ジャンパーを脱

いだ状態で、乗船者Ａ２は、カッパ上下とウェーダーを脱いだ状

態で、それぞれ発見された。死体検案書によれば、両名とも死

亡の原因は短時間での溺水による窒息であり、死亡したとき

は、５月３日午後頃であった。 

また、乗船者Ａ２の側には、膨張した救命胴衣が打ち上げられ

ていた。 

④ その他 

乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２は、いずれも大柄な体格であった。 

(4) ウェーダーの危険性に関する情報等 

海上保安庁動画公式サイト*2では、ウェーダーを着用したまま落

水した際の危険性について、ウェーダーの中が水で満たされる

と、長靴部分が足の裏から離れて錘
おもり

となり、裾
すそ

の生地がねじれて

脚の動きが制限され、水の重さで体を動かすのもやっとの状態と

なる旨紹介されている。 

船長Ｂによれば、湖面に浮かべたボートへの乗り降りの際に足

下が濡れないよう、また防寒の目的もあって、本船及びＢ船に乗

船していた全員がウェーダーを着用していた。（図７参照） 
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図７ 一般的なウェーダー 

 

(5) 本船が、操縦免許を受有しない乗船者のみで使用された経緯 

船舶職員及び小型船舶操縦者法及び同法施行規則によれば、長

さが３ｍ未満であり、かつ推進機関の出力が１.５kＷ未満である

船舶は、小型船舶操縦士免許が不要となっている。 

船長Ｂは、長さが３ｍを超える本船について、出力が１.５kＷ

を超える船外機を使用しなければ、小型船舶操縦士免許が不要で

あると誤って認識しており、同免許を受有しない乗船者Ａ１及び乗

船者Ａ２に、本船を貸与していた。 

(6) 本事故後に実施された安全対策 

令和７年４月１７日、船長Ｂほか、乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２の

釣り仲間並びに漁協組合員の協力により、阿寒湖湖畔に風向風速

計及び同計器のモニターが設置された。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

本船は、船長Ｂが、阿寒湖小島の西方に移動した本船を視認し、 

１２時ごろから何度か乗船者Ａ１に電話を掛け、１３時ごろに電話を

掛けた際には、呼出し音が鳴らずに留守番電話に切り替わり、小島の

西方に見えていた本船が、いつの間にか見えなくなっていたことか

ら、１２時ごろから１３時ごろの間に、阿寒湖小島付近で沈没した可

能性があると考えられる。 

 本船は、次のことから、阿寒湖小島付近において、強い西風が吹く

状況下、乗船者が、座面がいずれも高い位置にある本件椅子及び本件

座席にそれぞれ着座し、船体の重心が高く、不安定な状態となったこ

とから、風浪を受けて動揺した際、本件椅子に着座していた乗船者が

体勢を崩して、船体が傾斜し、船内に大量の湖水が浸入して沈没した

可能性があると考えられるが、本船の乗船者がいずれも死亡し、本事

故発生を目撃した者がおらず、沈没に至る状況を明らかにすることは

できなかった。 
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(1) ５月３日１２時００分から１３時００分までの間、阿寒湖畔

地域気象観測所において、最大瞬間風速１０m/s を超える西寄

りの風が観測されていること 

(2) 本船は、フラットボトムで、喫水が浅く、喫水の深い船に比

べて、波に弱い形状であり、また、座面が高い本件椅子及び本

件座席に大柄な乗船者が着座すると、船体の重心が高く、不安

定な状態になること 

(3) 乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２は、カッパ上下及びウェーダー等を

着用して動きづらい状態であり、同装備を着用したままでは、

本船が傾斜した際、瞬時に対応することが困難になること 

(4) 発見された本船の船体に、他船や岩等と衝突した痕跡や損傷

が見られなかったこと 

乗船者Ａ１及び乗船者Ａ２は、本船が沈没した際に低水温の湖中に

落水し、着用していたウェーダーやカッパ等に湖水が浸入して身動き

が困難になったことから、同装備を脱いでいる間に体温が低下して、

溺水に至ったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、阿寒湖小島付近において、強い西風が吹く状況

下、風浪を受けて動揺し、船体が傾斜して船内に大量の湖水が浸入し

たため、沈没した可能性があると考えられる。 

 本船は、乗船者が、座面がいずれも高い位置にある本件椅子及び本

件座席にそれぞれ着座したことから、船体の重心が高く、不安定な状

態となった可能性があると考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害軽減に役立つ事項として、次

のことが考えられる。 

・小型船舶の操船者は、喫水の浅い小型船舶が波に弱いことを考慮

し、風が強まった際は直ちに島影等に避難する措置を採ること。

また、強風が吹く状況下では、姿勢を低くする等して、できる限

り船体の重心を低く保つこと。 

・小型船舶に乗船者する者は、暴露甲板上では、常に救命胴衣を着

用すること。 

・小型船舶に乗船する者は、ウェーダーを着用したまま落水する

と、内部に水が入り込み、身動きが困難になるので、上下船時等

の足下が濡れる場合以外は、ウェーダーを着用しないことが望ま

しい。 

・小型船舶に乗船する者は、防水パックに入れた携帯電話を常に身

に付け、落水時の連絡手段を確保しておくこと。 

・スマートフォンのアプリケーションを使用して、乗船者へ連絡を

取る際は、アプリケーションの仕様により、連絡先のスマートフ

ォンの電源が切れた場合でも呼び出し音が鳴る場合があるので、

アプリケーションの仕様を十分確認の上使用すること。 
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・小型船舶を所有する者は、関係法令を十分確認し、小型船舶操縦

免許を受有していない者に、同免許を必要とする船舶を貸さない

こと。 


